
新
刊
本
棚

お
と
な
の
本

こ
ど
も
の
本

新

おとうとのたからものうごきません。

　

毎
月
1
冊
、
本
を
書
く
生
活
を

10
年
以
上
続
け
て
い
る
著
者
が
、

圧
倒
的
な
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
量
と

質
を
支
え
る
情
報
整
理
術
「
メ
モ

活
」
を
伝
授
。
「
メ
モ
活
」
の
基

本
原
則
か
ら
要
約
の
仕
方
、
速
く

正
確
に
記
録
す
る
方
法
、
ア
イ
デ

ア
メ
モ
の
取
り
方
等
を
紹
介
す
る
。

メモ活

小
手
鞠 

る
い
／
作

岩
崎
書
店

　
　

 　

上
阪 

徹
／
著

学
研
プ
ラ
ス

　
　
　
　
　
　

 　

乾 

ル
カ
／
著

祥
伝
社

龍神の子どもたち

柴
田 

ケ
イ
コ
／
絵

パ
イ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

る
探

五
條
の

る
探第145回

五
條
の

をを

歴
史を

歴
史

　

北
宇
智
地
域
の
古
墳
が
小
さ
く
、
少
な
く

な
っ
た
６
世
紀
代
。
吉
野
川
南
岸
で
は
、
当

地
で
採
れ
る
結
晶
片
岩
を
用
い
た
横
穴
式
石

室
が
首
長
墓
の
埋
葬
施
設
と
し
て
導
入
さ
れ
、

７
世
紀
初
め
に
か
け
て
南
阿
田
大
塚
山
古
墳

（
帆
立
貝
形
、
全
長
30
ｍ
）
、
コ
ウ
モ
リ
塚

古
墳
（
円
墳
、
直
径
約
10
ｍ
）
、
狐
塚
古
墳

（
円
墳
？
）
、
黒
駒
古
墳
（
円
墳
、
直
径
約

10
ｍ
）
が
丘
陵
上
な
ど
に
単
独
で
築
か
れ
ま

し
た
。
未
調
査
の
狐
塚
古
墳
を
除
く
３
基
の

古
墳
で
は
、
和
歌
山
市
の
岩
橋
千
塚
古
墳
群

な
ど
に
特
徴
的
な
石
室
の
構
造
が
部
分
的
に

見
ら
れ
、
紀
の
川
を
介
し
た
文
化
の
交
流
が

う
か
が
え
ま
す
。

　

６
世
紀
前
半
の
南
阿
田
大
塚
山
古
墳
で
は
、

装
身
具
、
金
銅
装
馬
具
、
鉄
製
武
器
・
武
具
、

装
飾
付
須
恵
器
な
ど
が
出
土
し
、
吉
野
川
流

域
で
は
卓
越
し
た
首
長
墓
と
い
え
ま
す
。
し

か
し
、
同
時
期
の
奈
良
盆
地
や
紀
伊
の
横
穴

式
石
室
を
有
す
る
前
方
後
円
墳
と
比
べ
る
と
、

墳
丘
・
石
室
の
規
模
は
劣
勢
で
す
。

　

一
方
、
阿
太
地
域
や
阪
合
部
地
域
の
吉
野

川
北
岸
の
丘
陵
地
で
は
、
北
宇
智
と
同
様
、

木
棺
直
葬
の
小
古
墳
が
単
独
あ
る
い
は
数
基

か
ら
十
数
基
の
集
合
で
造
ら
れ
ま
し
た
。
阿

太
で
は
大
阿
太
第
13
号
墳
、
阪
合
部
で
は

窪
大
谷
東
原
古
墳
と
犬
飼
大
師
塚
古
墳
が
調

査
さ
れ
、
内
容
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

馬
具
、
製
塩
土
器
、
特
殊
須
恵
器
な
ど
個
々

に
特
徴
的
な
副
葬
品
は
あ
り
ま
す
が
、
総
じ

て
品
目
・
点
数
が
少
な
く
、
首
長
を
支
え
た

集
団
の
中
堅
ク
ラ
ス
や
、
特
定
の
区
域
で
交

通
路
の
管
理
を
特
に
任
さ
れ
た
者
と
い
っ
た

被
葬
者
像
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
奈
良
盆
地
南

部
と
紀
伊
を
結
ぶ
水
陸
の
交
通
が
重
要
度
は

変
わ
り
な
が
ら
も
維
持
さ
れ
、
五
條
が
そ
の

要
衝
で
あ
り
続
け
た
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。

　

五
條
で
は
、
横
口
式
石
槨
を
有
す
る
７
世

紀
中
頃
の
勘
定
山
古
墳
（
三
在
町
、
円
墳
、

直
径
約
10
ｍ
）
を
最
後
に
、
古
墳
の
築
造
が

終
了
し
ま
し
た
。
（
終
わ
り
）

文
化
財
課
学
芸
員　

前
坂 
尚
志

　

  

文
化
財
課　

  　

２
４
・
２
０
１
１

問

☎

五
條
市
内
の
古
墳
（
そ
の
４
）

見取り図案内其の百四拾参見取り図案内其の百四拾参見取り図案内其の百四拾参見取り図案内其の百四拾参

　

令
和
２
年
６
月
。
金
剛
山
〜
葛
城
山
〜

二
上
山
に
残
る
「
葛
城
修
験
」
の
足
跡
が
、

新
し
く
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
、
五
條
は
、

南
に
世
界
遺
産
「
吉
野
・
大
峯
修
験
」
、

北
に
日
本
遺
産
「
葛
城
修
験
」
と
い
う
修

験
道
の
二
大
聖
地
を
置
く
地
域
と
な
り
ま

し
た
。

　

修
験
道
は
、
山
岳
信
仰
か
ら
生
ま
れ
、

厳
し
い
修
行
に
よ
っ
て
自
然
を
祈
る
こ
と

目
指
し
ま
す
が
、
修
験
道
の
開
祖
役
行
者

が
、
法
華
経
を
埋
め
た
と
さ
れ
る
28
箇
所

の
経
塚
「
葛
城
二
十
八
宿
」
は
、
現
在
も

行
者
た
ち
の
修
行
の
場
で
あ
る
と
共
に
、

地
域
の
信
仰
や
伝
承
と
深
く
関
わ
る
聖
地

で
も
あ
り
ま
す
。

　

「
葛
城
二
十
八
宿
」
は
、
和
歌
山
市
の

「
友
ケ
島
」
を
（
序
品
）
第
一
番
経
塚
と

し
、
紀
伊
山
脈
を
東
進
し
ま
す
。
瀬
之
堂

と
も
呼
ば
れ
る
大
澤
寺
（
大
沢
町
）
は
、

役
行
者
が
行
場
と
し
て
草
堂
を
結
ん
だ
と

場
所
で
、
第
十
九
番
経
塚
神
福
山
の
ふ
も

と
に
あ
り
ま
す
が
、
葛
城
修
験
の
道
は
、

こ
こ
で
北
に
大
き
く
進
路
を
変
え
金
剛
山
、

葛
城
山
、
二
上
山
を
経
て
、
山
塊
が
大
和

川
と
出
会
う
第
二
十
八
番
札
所
「
亀
ケ
瀬

（
亀
の
瀬
）
」
ま
で
続
き
ま
す
。
川
の
中

に
亀
石
が
あ
り
、
亀
石
の
上
流
に
あ
る
最

後
の
経
塚
が
、
竜
王
神
社
で
す
。

　　

第
二
十
経
塚
「
石
寺
跡
」
、
第
二
十
一

経
塚
「
金
剛
山
湧
出
岳
」
に
は
、
北
宇
智

の
金
剛
登
山
口
か
ら
伸
び
る
、
小
和
道
や

久
留
野
道
を
通
っ
て
行
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
地
福
寺
（
久
留
野
町
）
は
、
明
治
初

年
の
神
仏
分
離
令
を
受
け
て
廃
さ
れ
た
山

上
の
寺
院
の
重
宝
、
転
法
輪
寺
の
本
尊
法

起
菩
薩
像
な
ど
を
引
き
受
け
て
お
祀
り
し

て
い
ま
す
。

　

修
験
道
の
行
者
た
ち
が
修
行
の
証
と
し

て
山
中
の
行
場
に
収
め
る
木
製
の
祈
祷
札

を
「
碑
伝
」
と
呼
び
ま
す
が
、
藤
岡
家
に

は
、
江
戸
時
代
の
碑
伝
が
２
０
０
本
残
さ

れ
て
い
ま
す
。
『
大
和
名
所
図
会
』
寛
政

３
年
（
１
７
９
１
年
）
に
は
、
金
剛
山
上

の
大
寺
院
の
よ
う
す
や
、
金
剛
山
を
に
こ

や
か
に
登
っ
て
い
る
修
験
者
が
描
か
れ
て

い
ま
し
た
。
大
峯
修
験
道
に
比
べ
、
越
え

や
す
い
道
で
あ
っ
た
の
か
と
思
い
ま
す
。

同
著
に
は
、
「
金
剛
山
土
産
」
に
つ
い
て

の
記
述
も
あ
り
ま
す
。
「
桔
梗
」
と
「
藤

葛
」
。
桔
梗
の
根
は
咳
の
生
薬
と
な
り
、

藤
や
葛
の
ツ
ル
は
、
縄
に
代
わ
っ
て
使
え

ま
し
た
。
「
葛
城
の
名
義
こ
こ
に
起
こ

る
」
と
、
あ
り
ま
し
た
。

館
長　

川
村 

優
理

　

小
学
2
年
生
の
あ
お
い
は
本
が

苦
手
。
で
も
、
弟
の
冬
馬
は
い
つ

も
絵
本
を
読
ん
で
い
る
。
風
邪
を

ひ
い
て
寝
込
ん
で
い
る
冬
馬
の
手

に
も
、
や
っ
ぱ
り
絵
本
が
。
あ
お

い
に
は
、
ど
う
し
て
そ
ん
な
に
絵

本
が
大
切
な
の
か
わ
か
ら
ず
…
。

姉
弟
の
あ
た
た
か
な
物
語
。

ほ
う

だ
い
た
く
じ

窪大谷東原古墳で出土した土器

（奈良県立橿原考古学研究所編
『 窪大谷東原古墳』2009年より）

こ
ん
ど
う
そ
う
ば
ぐ

く
ろ
ま

年末年始の休館
12月29日（火）～1月3日（日）
1月 4日（月）9時から通常通り開
館します。

休

き
ぼ
さ
つ
ぞ
う

ゆ
う
し
ゅ
つ
だ
け

き
と
う
ふ
だ

ぎ
ょ
う
ば

登録有形文化財「藤岡家住宅見取り図案内」登録有形文化財「藤岡家住宅見取り図案内」登録有形文化財「藤岡家住宅見取り図案内」

【
展
示
案
内
】

「
葛
城
修
験
」
〜
里
人
と
も
に
守
り

伝
え
る
修
験
道
は
じ
ま
り
の
地
〜

　

  

12
月
22
日
（
火
）
ま
で

時

い
わ
せ

へ
ん
が
ん

せ
っ
か
く

か
ん
じ
ょ
う
や
ま

せ
の
ど
う

ひ
で

そ
う
ど
う

令和 2年度秋季企画展

～ 12 月 13 日（日）9時～ 17 時
※月曜日は休館
五條文化博物館
▼一般：300円　▼高校・大学生：200円　▼中学生以下：無料
五條文化博物館　　２４－２０１１

五條の古墳を掘る

問 ☎

時

所

￥

近内４号墳で出土した四獣形鏡
（所蔵・写真提供：奈良県立

橿原考古学研究所附属博物館）

23 22まなびのひろば時 日時 所 場所 対 対象 定 定員 ￥ 費用 師 講師 方 申込方法 期 期間 〆 締切内 内容 持 持ち物 申 申込先 問 問合先 ☎ 電話番号 FAXFAX FAX 番号 メール注 注意事項 他 その他！ 重要

12 月 図書館だより
市立図書館（水曜休館）
２２－４１３３

問

☎

図書館ブログ 蔵書検索

こ
そ
だ
て

こ
そ
だ
て

市
民
ご
よ
み

市
民
ご
よ
み

く
ら
し

く
ら
し

ま
な
び

ま
な
び

病
院
・
消
防

病
院
・
消
防

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

交　

流

交　

流

感
染
症
対
策

感
染
症
対
策

職
員
給
与

職
員
給
与

叙
勲
・
表
彰

叙
勲
・
表
彰

カ
ル
ム

カ
ル
ム

決
算
報
告

決
算
報
告


